
１ 月 全校朝会、１年生を迎える会

朝、エントランスに立って登校してくる児童 委員会 PTAの活動
に挨拶をします。いつもは笑顔で先に挨拶をし ２ 火 ４年クリーンセンター見学

てくれる子が表情も曇りがちで元気さが感じら ３ 水 憲法記念日 校外指導部
れません。体調が悪いのかな？家で何かあった ４ 木 みどりの日 1日（月）15日（月）

のか？思いを巡らせてみても分かる訳もなく、 ５ 金 こどもの日 ・交通安全指導

担任に伝えておきました。４００人以上の子ど ８ 月 1・2年遠足(九条公園)

もが登校すれば４００通りの朝があり、そして 10 水 検尿一次、登校指導 本部役員
１日が過ぎていきます。それぞれの「今」の中 11 木 3・4年遠足(平城京跡) 6日（土）郡P新旧引継会

で子どもが日々がんばっている姿が学校中にあ 12 金 6年遠足(飛鳥)

ふれています。 15 月 学校諸費用引落 13日（土）郡P総会

なかには学習に気持ちが 17 水 検尿二次

向きにくい子、遅れて登校 22 月 登校指導 15日（月）町P新旧引継

する子、周りと上手に関係 23 火 フレンド活動 L、内科検診
が築きにくい子、教室以外 24 水 クラブ 19日(金)本部役員会

の場所でがんばっている子、 26 金 避難訓練(不審者対応)

特別な支援グッズを利用す 30 火 授業参観1～3年 23日（火）町P総会

る子もいます。 ☆今月の諸費引落は、

そのような子ども達やその周囲の人達に対し 4・5月分です。

て「どうして、そうなっているの」「なぜ、で 御協力お願いします。

きないの」「理由は？」と問いただすことは、
やさしい対応ではないと思います。興味本位の 〈６月の主な行事予定〉
接し方は、かえって「今」のがんばりに水を差 1日 スポーツテスト 2日 授業参観4～6年

してしまいます。みんながお互いに「今」をが 5日 全校朝会 12日 プール開き

んばっていることを分かり合いながら接し、言 12日～13日 5年林間学校 16日 4年浄化センター見学

葉がけを考えたいものです。 21日 クラブ、フレンド活動Ｓ、救命救急講習

22～23日地教委学校訪問 28日 授業研修会

《職 員 の 紹 介》

今年度の川西小学校の職員構成は、下記のと
環境ボランティア 募集！！

おりです。チームワークよく、何事にも協力と 心地よい春風にゆれながら校庭の花壇に色とりどりで艶や
調和をモットーにがんばりますので宜しくお願 かな花々が咲き誇っています。クラス写真を撮ったり学習で
いします。 の観察を行ったり、少し疲れたときの気分転換にぼっーと眺
校長 大塚 博守 教頭 福辻 智実 めて癒されてみたり、花がある生活の素晴らしさが実感でき

ています。学習環境が整備されることは言うに及ばず、子ど
学年 1 組 2 組 3 組 も達の情操面での発達や安定にも効果があります。
1年 金澤 沙織 福井かすみ
2年 井上 正子 廣瀬佐和子 福本 佳子 毎週水曜日の午前中(9時～11時)を活動日として花の世話
3年 牧田 明 中川 典子 や草引きを自主的に行ってもらって
4年 岡本 啓佑 森嶋 より子 堀内 洋子 います。しかし、まだまだ人手が必
5年 西谷 直樹 横手 香 要です。自分もボランティアに参加
6年 細田 智子 髙橋 良仁 安浪加歩理 してみたい方は、教頭まで御連絡く
ひ ま 浅田 彩乃 今里 彩夏 小島 敦子 ださい。
わ り 平墳 哲也 川辻 奈津 参加できない日があっても大丈夫。
教務・専科 井 賢 治 人権 村田 誠 初心者も大歓迎です。
音楽専科 坂田小百合 養護 喜多 絹子 川西小学校 0745-44-0021
１年副担任 野口 郁美 栄養 梅本 裕子
１年副担任 上田明日香 事務 宮渕 佳代
特別支援員 石橋裕佳子 特別支援員 竹田 忍
特別支援員 石原左知子 特別支援員 山村知永子
学力向上支援員 藤井江津子 特別支援員 岡田 裕子
相談員 崎山 泰子 外国語指導 マリア・グスマン

カウンセラー 神田有里子 日本語指導 林 宏美
校務 木村 二郎

出水 和子 岡本美智子 馬場真理子
給食調理 吉岡 尚子 辰巳 幸子 吉田 伸子

丹羽ミヤ子
特支コーディネーター 小島、喜多、村田、井

５月の主な行事

４月26日(水)

警察の協力のもとに１年生は、横断
歩道や信号のある交差点や踏切の渡り
方、４年生は自転車の安全な乗り方や
事故防止の要点について学習を深めま
した。基本は「自分の命は自分で守る」
です。学んだことを日々の生活で活か
さなければなりません。
お家庭でも交通ルールの励行や確認をしてください。

今月の生活・保健目標

○チャイムの合図をまもって行動しよう。

○放送を静かに聞こう。響学校だより
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